
 

 

 

 

 

 

溶接技術 2022 年 11 月号 

掲載内容に関するお詫び 
 

一般社団法人 日本溶接協会 
 

 

産報出版(株)が発行する当協会の機関誌「溶接技術」Vol.70 No.11（2022 年 11 月

号，132〜138 ページ）に掲載されたソノヤラボ(株)・園家啓嗣著「連載講座 金属の

接合と異種材料への展開 第２回機械的接合法の特徴および異種材料への適用」は

134〜138 ページまで、R&D 神戸製鋼技報 Vol.67No.1（Mar.2018）に掲載された「一

般的な異種金属接合法の種類と比較」（小橋泰三・岩瀬哲・前田恭兵著）を許可無く

流用した盗作だとの指摘が(株)神戸製鋼所からありました。 

調査の結果、指摘の通り、園家氏の論文は全７ページ中、５ページにわたり R&D 神

戸製鋼技報に掲載の論文から文章、図、表などそのまま流用し、引用の程度を遥かに

逸脱したものと判明しました。 

また、(株)神戸製鋼所では、園家氏に対し引用や転載の許可を与えていない上、資

料・図等一切の提供もなかったと表明しております。 

これに対し、園家氏は、本論文に参考文献として表記しているものの，(株)神戸製

鋼所に対し引用や転載の許可を求めておらず，盗作行為をしたことを認めています。 

従って、「溶接技術」に掲載されました「連載講座 金属の接合と異種材料接合への

展開 第２回機械的接合法の特徴および異種材料への適用」については、園家氏の著

作権違反行為により執筆された記事であることが明白となり、当協会として本誌読者、

(株)神戸製鋼所ならびに小橋様らご執筆者の皆様に多大なご迷惑をおかけしました

ことを深く反省し、心よりお詫び申し上げます。 

二度とこのようなことが無いよう産報出版(株)に対し、著作権の一層の管理徹底を

今後とも求める所存ですので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

詳しくは、産報出版(株)のホームページ、溶接技術 2023 年 1 月号をご参照下さい。 

 


